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   ａ．赤 い 円   ｂ．日本の家紋
 Ｂ．1998年長野大会
  １．エンブレム
   ａ．Snow flower  ｂ．Colorful
おわりに
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会エンブレムとしては，1932年 Los Angeles 大会の大会エンブレ 











































































社 Landor Associates44 が大きく関与する45。
　1998年長野大会エンブレム図３の作者は当時 Landor Associates に所属していた篠塚正典
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